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研究成果の概要 

2024 年度は視覚障害状況や発症時期に応じた聴覚･触覚的な感覚代行方策とその使い分けの解明を

進めている．現状では，ICFに則る形で，障害状況別の選好される感覚代行方策について聴取しており，

それを基にアンケート調査項目を固めており，実施に向けて関係各所への調整を進めている．その一方

で，聴覚的な感覚代行方策のうち，スクリーンリーダの高速音声理解に関する調査を先行して進めてい

る．予備的に若年の視覚障害者 17名に対してアンケート調査を行い，特に熟練した全盲者においては

話速の高速化や音声種類の変更などを行っている点を確認した．この点を踏まえ，さらに 600人規模で

のアンケート調査を実施できた．現在では，この結果の分析・論文化を進めつつ，聴覚的な感覚代行の

適応学習のための知見を整理している． 
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